
「
家う
ち
ど
く読
」
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　
家
読
と
は
、
家
庭
読
書
の
略
語
で
、
家

族
が
本
を
と
お
し
て
ふ
れ
あ
い
、
同
じ
時

間
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。
読
書
習
慣
を
幼
少
期
に
身
に
付
け

る
だ
け
で
な
く
、
本
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
家
族
の
絆き
ず
なを
深
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
家
読
に
特

別
な
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の

は
家
族
み
ん
な
で
好
き
な
本
を
読
み
、
読

ん
だ
本
の
こ
と
を
話
し
て
、
本
を
楽
し
む

こ
と
で
す
。

「
家
読
」
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
「
家
読
の
日
」
を
決
め
よ
う

　

家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、

み
ん
な
が
無
理
な
く
取
り
組
め
る
日
時
を

決
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
第
3
日
曜
日
の
夕

食
後
や
毎
週
木
曜
日
の
就
寝
前
な
ど
。

2
「
家
読
の
方
法
」
を
決
め
よ
う

　
今
日
は
子
ど
も
が
借
り
て
き
た
本
を
家

族
で
読
む
、
今
日
は
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な

本
を
読
む
な
ど
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
か
も
」
と
み
ん
な
が

思
え
る
方
法
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

3
読
ん
だ
後
に
感
想
を
伝
え
合
お
う

　
お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
や
感
動
し
た
こ

と
な
ど
、
読
ん
だ
本
の
感
想
を
会
話
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
読
書
を
楽
し
み
、
感

じ
た
こ
と
を
人
に
伝
え
た
り
、
ほ
か
の
人

の
感
想
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
表
現

力
や
思
考
力
、
共
感
す
る
力
が
育
ち
ま
す
。

ま
た
、
工
作
や
調
理
の
本
を
読
ん
で
、
実

際
に
家
族
と
工
作
や
調
理
を
や
っ
て
み
る

こ
と
で
、
別
の
感
動
を
味
わ
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

読
書
は
、
子
ど
も
が
こ
と
ば
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力

を
豊
か
に
す
る
の
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
大
人
が
に
こ
に
こ
し
て
読
ん

だ
り
、
時
に
真
剣
な
表
情
で
読
ん
だ
り
す

る
姿
を
見
せ
ま
し
ょ
う
。「
本
を
読
む
っ

て
な
ん
だ
か
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
思
わ
せ

た
ら
し
め
た
も
の
。
次
は
一
緒
に
家
読
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
す
て
き
な
時
間
に
な
り

ま
す
よ
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.184

　性的少数者とは、同性愛や両性愛の性的指向を持
つ人や、性の自己認識「こころの性」と生物学的な
性「からだの性」が一致していない人など、性のあ
り方（セクシュアリティ）が少数派である人の総称で、
LGBTと呼ばれることもあります。日本では人口の
約８％が性的少数者であると推定されています。
　性のあり方は多様で、他者が侵すことのできない
人間の尊厳に関わる問題です。誰もが自分の性のあ
り方を尊重され、自分らしく生きる権利を持ってい
ます。
　しかし、性的少数者の人は幼児期からいじめの対象
となりやすく、また社会に出てからも就職や職場で不
当な扱いを受けることがあります。そのため、自分の
性のあり方に違和感などを持っていても、家族や知り
合いに打ち明けることなくひとりで悩み続けたり、社
会的に孤立したりする人も多く見られます。
　誰もが自分らしく生きることのできる社会を実現
するためには、私たち一人ひとりが多様な性のあり

方を正しく理解するとともに、互いに認め合い、受
け入れる意識を持つことが大切です。
　すべての人が性的指向や性自認など、性のあり方
の正しい理解を深め、性の多様性を尊重する社会を
作っていきましょう。
【福岡県パートナーシップ宣誓制度】
　福岡県では、令和 4年 4月 1日から福岡県パート
ナーシップ宣誓制度が開始されました。福岡県パー
トナーシップ宣誓制度とは、双方または一方が性的
少数者のカップルが、日常生活のなかで相互に協力
し合い、人生を共にすることを県に宣誓し、県が「パ
ートナーシップ宣誓書受領証カード」を交付する制
度です。
　福岡県パートナ
ーシップ宣誓制度
の詳細は右記２次
元コードから確認
できます。

差別をなくすために  第 448 号

性的少数者の人権

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）

芦屋町
ホームページ

福岡県
ホームページ

広報あしや　2022.10 ⑳芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性

向
け
に
料
理
の
基
礎
か

ら
は
じ
め
、
家
で
で
き

る
簡
単
な
料
理
を
作
り

ま
す
。
で
き
合
い
の
そ

う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な
人
な
ど
、

栄
養
の
知
識
を
得
な
が
ら
、
料
理
の
腕

を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
10
月
14
日
金
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、
筆

記
用
具

▽�

申
し
込
み　

10
月
７
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

健
康
・
子
育
て

広報あしや　2022.10

　【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

 　  ▽  とき　10 月 11 日火・午前 10 時 30 分～ 11
時 30 分

　※ 10 月３日月から予約開始
　※ 実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や

市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　　 10 月の相談日はありませんが、気になること

があれば、気軽に電話をしてください。
　※次回は、11 月８日火です。

♥にこにこ絵本

　 ▽  とき　10 月３日月・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥絵本タイム

　 ▽  とき　10 月 21日金・午前 11 時～ 11 時 30 分

♥ベビーマッサージ（10 組限定）

　 ▽  とき　10 月 25 日火・午前 10 時～ 11 時
　※ 10 月 11 日火から予約開始

　 ▽  持ってくるもの　バスタオル、水分補給の飲み物
　※午前中はイベント予約者のみの入館です。

♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽  とき　10 月５日水・午前 10 時～正午
　※予約は町内に住んでいる人のみです。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽  とき　10 月 19 日水・午前 10 時～正午

▽  ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを

用意して待っています。

10 月の日曜開館日　２日・16 日

㉑



み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

検
診
結
果
の
見
方
、
脱
メ
タ
ボ

　

あ
な
た
の
血
液

は
サ
ラ
サ
ラ
？
ド

ロ
ド
ロ
？
保
健

師
・
管
理
栄
養
士

が
健
診
結
果
の
見
方
を
説
明
し
な
が
ら
、

「
脱
メ
タ
ボ
！
」に
向
け
た
話
を
し
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
25
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
健
診
結
果
表
ま

た
は
血
液
検
査
結
果
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

10
月
18
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

認
知
症
普
及
啓
発
映
画
上
映
会

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の

人
の
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た

め
、
認
知
症
ケ
ア
と
介
護
職
の
魅
力
を

描
い
た
映
画
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

映
画
を
と
お
し
て
「
認
知
症
っ
て
ど
ん

な
病
気
だ
ろ
う
」「
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、
認
知
症
の

こ
と
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
10
月
22
日
土
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
開
場
）
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

内
容　
【
映
画
】
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た

で
よ
か
っ
た
～

※ 

ケ
ア
ニ
ン
と
は
、
介
護
、
看
護
、
医
療
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
人
の
「
ケ
ア
」
に
関

わ
り
、
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
と
愛
情
、

情
熱
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
全
て
の
人

▽
定
員　
50
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
課

内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）

芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー

助
成
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
と

ド
ナ
ー
登
録
を
推
進
し
、
骨
髄
や
末ま
っ

梢
し
ょ
う

血
幹
細
胞
の
提
供
に
よ
る
休
業
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
骨
髄
等
移

植
ド
ナ
ー
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

❶�

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
ド
ナ
ー
登
録
を

行
い
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
行
っ
た
人

❷�

骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係
る
同
種
同
類

の
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人

❸�

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
設
け
て
い
る
企

業
や
団
体
に
属
し
て
い
な
い
人

❹�

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
、
暴
力
団

員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

▽�

助
成
内
容　
骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
や
入
院
、
面
談
の
日
数
１

日
に
つ
き
２
万
円
、
最
大
20
万
円
を

助
成
し
ま
す
。

▽�

提
出
書
類　
次
の
書
類
を
骨
髄
な
ど

の
提
供
が
完
了
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

①�

芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書

�

②�

骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
な
ど
の

提
供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

�

③�

骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係
る
通
院
、
入

院
ま
た
は
面
談
し
た
日
を
証
す
る
書

類
な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　
助
成
金
＝
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
ド

ナ
ー
登
録
＝
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
（
☎

〈
０
３
〉
５
２
８
０
‐
１
７
８
９
）

日
本
脳
炎
２
期
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

日
本
脳
炎
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊

に
刺
さ
れ
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
感
染

後
、
発
症
す
る
と
、

突
然
の
高
熱
や
頭
痛
、
お
う
吐
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、
麻
ひ
な
ど
の
後
遺
症
が

残
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
９
～
12
歳
の
人

は
日
本
脳
炎
第
２
期
（
１
回
接
種
）
の

対
象
者
で
あ
り
、
標
準
的
な
接
種
年
齢

は
９
歳
で
す
。

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
１
期
接
種
の
続

き
で
、
免
疫
を
つ
け
る
上
で
と
て
も
大
切

な
接
種
で
す
。

　

２
期
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
接

種
を
受
け
、
免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

平
成
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
ま
だ
2
期
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
19
歳
ま
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

１
期
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、

医
師
と
相
談
の
上
、
先
に
１
期
分
を

接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
係

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

接
種
で
き
る
町
内
の
医
療
機
関

◦
柿
木
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
０
２
７
）

◦
須
子
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
１
２
６
）

◦ 

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
２
２
３
‐

２
５
０
０
）

※ 

こ
の
ほ
か
、
福
岡
県
内
の
予
防
接
種

広
域
化
実
施
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

　
接
種
前
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
護
者
以
外
が
同
伴
す
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

健
康

・
福
祉

広報あしや　2022.10 ㉒
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



令和５年度遠賀郡・中間市私立幼稚園・認定こども園の新入園児募集

▼ �町内の私立幼稚園・認定こども園　
①願書配布・受付開始日
　配布　10 月３日月から
　受け付け　11 月１日火から
②対象
　�平成 29年 4月 2日～令和３年４月 1日までに生
まれた人
③入園見学会日程・参加予約・問い合わせ�
　�※参加には事前予約が必要です。
　■�認定こども園芦屋中央幼稚園　10月 12 日水・
午前 10時～ 11時 30分（☎２２２‐０３２７）

　■�愛生幼稚園　10月 13日木・午前 10時～ 11
時 30分（☎２２３‐０３５８）

▼ �遠賀郡そのほかの町・中間市の
　私立幼稚園・認定こども園
【遠賀町】
　遠賀中央幼稚園� （☎２９３‐００９７）
【岡垣町】
�　岡垣中央幼稚園� （☎２８２‐０２４７）
　岡垣第一幼稚園� （☎２８２‐０２３５）
　認定こども園えびつ幼稚園�（☎２８２‐１１３５）
【水巻町】
　水巻聖母幼稚園� （☎２０１‐９５５９）
　認定こども園水巻幼稚園�（☎２０２‐０００１）
　認定こども園水巻中央幼稚園（☎２０１‐０４１９）
【中間市】
�　はぶ幼稚園� （☎２４５‐０５１９）
　明願寺幼稚園� （☎２４６‐１９９８）
　中間東幼稚園� （☎２４５‐０９６８）
　中間中央幼稚園� （☎２４４‐１５３０）
　緑ヶ丘第三幼稚園� （☎２４４‐２４８７）
　中間南幼稚園� （☎２４６‐１２５８）
※�詳しくは、各園に直接問い合わせてください。愛生幼稚園　子ども夏祭り芦屋中央幼稚園　おたのしみクッキング

※認定こども園（保育所部分）の新入園児募集は時期が異なります。

　日程は天候などで変更になる場合がありま
す。また、事前に電話予約が必要なものもあ
ります。申し込みや問い合わせは、直接、園
へお願いします。

※ 新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、園開放を中止している園もあります。

幼稚園・保育所・認定こども園

�������園開放日
             10月  ～12月

◦認定こども園�芦屋中央幼稚園（☎２２２‐０３２７）
と　　き 内　容

10月 12日水 10：00～11：30��� 幼稚園見学会（親子 15組）

11月 15日火 10：00～11：30��� 園バスに乗って町探検（親子 15組）

12月 14日水 10：00～11：30���

絵画造形プロ講師
「いろいろな素材
を使って楽しく作
りましょう」
（親子 15組）

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
と　　き 内　容

10月13日木 10：00～11：30 体験保育と入園説明

11月９日水 10：00～11：30 秋の遊びを楽しもう

12月８日木 10：00～11：30 クリスマスパーティー
をしよう

◦若葉保育所（☎２２２‐２６２４）
と　　き 内　容

12月20日火
①� 9：２0～10：２0

劇団風の子「どん
どこ亭」2回公演
※�どちらも同じ内
容です。
※要予約

②�10：50～11：50

広報あしや　2022.10㉓



５
０
０
円
で
健
康
管
理

若
者
健
診
を
受
け
よ
う

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。
元
気
で
も
若
い
う
ち
か
ら
毎
年

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日
金

ま
で

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
中
央
病
院
・
柿
木
医

院
・
須
子
医
院
・
聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽�

対
象　
19
～
39
歳
で
、
職
場
な
ど
で

健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人

▽�

健
診
料　
５
０
０
円

▽�

健
診
内
容　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、

身
体
測
定
、
診
察

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
受
診
券
・
健
康

保
険
証
・
５
０
０
円

※ 

受
診
券
を
な
く
し
た
人
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診
・
健
康
診
査

1�

歯
科
健
診

　

口こ
う
く
う腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
券
を

健
康

・
相
談

受け取りや申請は済みましたか

1�芦屋町生活応援商品券の受け取り
　新型コロナウイルス感染症独自支援策として、
給付対象者（令和４年７月１日時点で、芦屋町に住
民登録されており、令和４年７月 25 日まで引き続
き住民登録されている人）１人につき１万円分の芦
屋町生活応援商品券を、８月中旬からゆうパックで
世帯主宛てに郵送しています。
　長期不在などで受け取りができなかった世帯分
の商品券は、役場に返送されていますので、世帯
主が受け取りに来てください。世帯主以外が受け
取る場合は、委任状が必要です。
　なお、商品券が使える店舗の追加や使えなくな
った店舗の情報は、町のホームページを見るか、
問い合わせてください。

▽商品券使用期限　令和５年１月 31 日火

▽ �問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

新型コロナウイルス感染症芦屋町独自支援策

2芦屋町上下水道料金及び
　電気料金支援給付金
　新型コロナウイルス感染症予防の
ため在宅時間が長くなることや、物
価の高騰により増加する上下水道料
金・電気料金の負担を軽減するため、
上下水道料金及び電気料金支援給付
金（１世帯 2 万円）の給付を行って
います。まだ申請を行っていない世
帯の人は、忘れずに申請をしてくだ
さい。
※ 詳しくは、町のホームページを見

るか、問い合わせてください。
▷申請期限　10 月 31 日月
▷�問い合わせ　上下水道料金及び電気料金支援給

付金担当（☎２２３‐３０６０）
※  11 月１日火以降は下水道係（☎２２３‐３５

４９）、健康づくり係（☎２２３‐３５３３）
へ問い合わせてください。

　新型コロナウイルス感染症の影響で物価が高騰して
いる状況を踏まえ、町民の皆さんを支援する目的で、
プレミアム率 35％の「にこにこ商品券」と「にこにこ
住宅リフォーム商品券」を発行します。
　詳しくは、今号に折り込むお知らせを見てください。

▽ �問い合わせ　芦屋町商工会（☎２２２‐２１１１）

�第 11 弾

�第 12弾
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５
月
下
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
受
診
券
を
持

っ
て
い
な
い
人
や
実
施

医
療
機
関
が
分
か
ら
な

い
人
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

今
年
度
76
歳
に
な
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
（
長
期

入
院
、施
設
入
所
中
の
人
な
ど
を
除
く
）

※�

例
外
と
し
て
、
12
月
ま
で
に
限
り
、
77

歳
以
上
に
な
る
被
保
険
者
で
歯
科
健

診
を
希
望
す
る
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に
受
診
し
た

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

受
診
期
限　
12
月
31
日
土

※�

実
施
医
療
機
関
に
よ
っ
て
受
診
で
き

る
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
医

療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
券
、
３
０
０
円
（
受
診
料
）

�

2�

健
康
診
査

　
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
や
フ
レ
イ
ル
の

予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
受
診
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
（
長
期
入
院
、
施
設
入
所
中

の
人
な
ど
を
除
く
）

※�

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
す

る
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日
金

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
票
、
５
０
０
円
（
受
診
料
）

【
共
通
項
目
】

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
導
入
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
に
限
り
ま
す
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

10
月
６
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

10
月
20
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

10
月
18
日
火
・

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　

６
人
（
事
前
申

し
込
み
先
着
順
）

▽�

相
談
時
間　
１
人
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
１
回
ま
で
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
３

日
月
か
ら
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
７
２
）
へ

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

土
地
の
価
格
水
準
・
有
効
利
用
な
ど

の
相
談
に
不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す
。

▽�
と
き　
10
月
25
日
火
・
午
後
１
時
～

４
時
（
３
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

定
員　
12
人

▽�

相
談
時
間　
１
人
（
組
）
約
30
分

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
場
合
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

主
催　
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
５

日
水
か
ら
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

７
２
）
へ

行
政
相
談
週
間

　

10
月
17
日
月
～
23
日
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
年
金
や
道
路
、
福
祉
、

行
政
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

定
例
相
談
会

▽�

と
き　
10
月
12
日
水
・
午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

■
巡
回
相
談
会

▽�

と
き　

①
10
月
19
日
水
②
26
日
水
・

午
後
１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
①
＝
芦
屋
東
公
民
館 

②
＝

山
鹿
公
民
館

※�

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
中
央
公
民
館
４
階
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
今
村
智

行
政
相
談

委
員
（
☎
２
２
３
‐
２
６
７
４
）
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
総

務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
３
１
‐
７
０
８
２
）
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皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
）
募
集

●�

地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央
病
院

第
３
期
中
期
目
標
（
素
案
）

　
「
地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央
病
院

中
期
目
標
」
と
は
、
地
方
独
立
行
政
法

人
芦
屋
中
央
病
院
が
、
４
年
間
で
達
成

す
べ
き
業
務
運
営
に
関
し
て
町
が
定
め

る
目
標
で
す
。

　

こ
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
芦
屋
中
央
病
院
評
価
委
員
会

の
審
議
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▽�

期
間　
令
和
４
年
９
月
22
日
木
～
10

月
21
日
金

※ 

郵
送
の
場
合
は
10
月
21
日
金
必
着

▽�

素
案
の
配
布
場
所　
芦
屋
町
役
場（
総

合
案
内
、
住
民
課
）、
中
央
公
民
館
、

山
鹿
公
民
館
、
芦
屋
東
公
民
館
、
総

合
体
育
館
、
町
民
会
館

※ 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

提
出
方
法　
所
定
の
様
式
ま
た
は
任

意
の
様
式
に
必
要
事
項
（
住
所
、
氏

名
、年
齢
、性
別
）
と
意
見
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
（
〒
８
０
７
‐
０
１
９

８
（
住
所
不
要
）
芦
屋
町
役
場
住
民

課
保
険
年
金
係
）、
フ
ァ
ク
ス
（
☎
２

２
３
‐
３
９
２
７
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（jum
in@

tow
n.ashiya.lg.jp

）
で

提
出

▽�

意
見
に
対
す
る
対
応　
提
出
さ
れ
た

意
見
は
、
目
標
策
定
の
参
考
と
し
ま

す
。
意
見
は
町
の
考
え
方
と
あ
わ
せ

て
公
表
し
ま
す
。（
個
人
情
報
を
除
く
）

ま
た
、
提
出
者
に
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
うや
匿

名
の
意
見
、
電
話
に
よ
る
意
見
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
状
況
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
行
政

に
対
す
る
評
価
や
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
た
め
、
定

期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
用
紙
が
届
い
た
際
は
、
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以

上
の
２
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

▽�

実
施
期
間　
調
査
用
紙
は
９
月
末
ま

で
に
発
送
し
ま
す
。
回
答
方
法
は
次

の
２
通
り
で
す
。

❶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

　
調
査
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
か
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

入
力

❷
調
査
用
紙
に
回
答
を
記
入

　
調
査
用
紙
に
回
答
を
記
入
し
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
い
れ
て
、
投
函

▽�

回
答
期
限　
10
月
14
日
金
ま
で
に
入

力
ま
た
は
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
０
）

※�

こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
浜
区
の
備
品
が
充
実
し
ま
し
た

　

高
浜
区
で

は
、
令
和
４
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
を
受

け
、
自
治
区
活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
の
冷

蔵
庫
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

区
長
の
古
長
撓た
め

男お

さ
ん
は
「
公
民
館

の
備
品
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
区
や

子
ど
も
会
、
壮
年
会
、
老
人
会
な
ど
の

活
動
が
活
発
に
な
り
、
快
適
で
楽
し
い

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
企
画
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
０
）

除
菌
効
果
が
期
待
で
き
る

酸
性
電
解
水
を
無
償
配
布
中

　

町
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
除
菌

効
果
が
期
待
で
き
る
酸
性
電
解
水
の
無

償
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場 

総
合

案
内
横

　

 

10
月
16
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽ 

配
布
量　

１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※ 

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽ 

保
管
方
法
な
ど

◦ 

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

芦屋町
ホームページ

◦月▪日

酸
性
電
解
水

広報あしや　2022.10芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉖



◦ 
正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

◦ 
誤
飲
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
容
器
に
は

必
ず
日
付
と
酸
性
電
解
水
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

使
用
方
法

◦ 

除
菌
し
た
い
場
所
の
汚
れ
を
落
と
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

酸
性
電
解
水
を
布
巾
な
ど
に
十
分
に

含
ま
せ
て
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
と
し

て
使
用
す
る
場
合
は
、
対
象
物
に
掛

け
流
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

「
緑
の
募
金
」
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

美
し
い
郷
土
を

つ
く
り
豊
か
な
水

を
も
た
ら
す
森
林

な
ど
の
緑
、
そ
の

豊
か
な
緑
を
限
り

な
い
未
来
に
残
す
た
め
、
今
年
も
「
緑

の
募
金
」
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集

ま
っ
た
募
金
は
、
町
や
民
間
団
体
な
ど

が
行
う
緑
化
運
動
や
緑
に
関
す
る
普
及
・

啓
発
活
動
や
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生

を
育
成
す
る
緑
の
少
年
団
活
動
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

※ 

自
治
区
で
も
募
金
の
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
区
長
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
期
間　
10
月
31
日
月
ま
で

▽ 

受
付
場
所　
環
境
住
宅
課
窓
口

▽ 

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
10
月
17
日
月
・
18
日
火
の
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
＝
19

日
水
・
20
日
木
・
21
日
金
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
・
火
の
日
没
～
午
後

９
時
ご
ろ

※�

天
候
不
良
の
場
合
水・木
が
予
備
日
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一
定基準額以下の、年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せし
て支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要です。案内や
事務手続きは日本年金機構（年金事務所）が行います。

▽ �対象
　❶老齢基礎年金を受給している人
　　次の要件をすべて満たしている必要があります。
　　○ 65歳以上である
　　○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　　○年金収入額とその他の所得額の合計が約 88万円以下である
　❷障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人
　　次の要件を満たしている必要があります。
　　○前年の所得額が約 472 万円以下である

▽ �請求の手続き
　①新たに年金生活者支援給付金を受け取る人
　�　対象者には、日本年金機構から請求可能な旨のお知らせが９月初
旬から順次届きます。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）
を記入して提出してください。
　※�令和５年１月４日水までに請求手続きを完了すると、令和４年 10
月分からさかのぼって支給されます。

　②年金を受給しはじめる人
　�　年金受給の請求手続きと併せて、年金事務所または市区町村に請
求手続きをしてください。

　 ▽ �問い合わせ
　　給付金専用ダイヤル（☎〈０５７０〉０５‐４０９２）

�日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内に注
意してください。
　�　日本年金機構や厚生労働省から、電話で家族構成や口座番号・
暗証番号を聞くことや、手数料などの金銭を求めることはあり
ません。

みんなの ね・ん・き・ん

広報あしや　2022.10㉗



芦
屋
町
観
光
協
会

事
務
補
助
員
募
集

▽�

任
期　
採
用
日
～
令
和
５
年
３
月
31

日
金

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
、
再
度

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
１
人

▽�

業
務
内
容　
芦
屋
町
観
光
協
会
事
務

所
で
の
事
務
補
助
、
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
電
話
対
応

▽�

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

の
間
で
観
光
協
会
が
指
示
す
る
時
間

▽
勤
務
形
態　
原
則
週
４
日
程
度

※ 

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
土
日
祝
日
出

勤
の
場
合
あ
り

▽
報
酬　
時
給
８
８
０
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
な
し
、
雇
用
保
険

あ
り

▽
試
験
内
容　
個
人
面
接

※ 

日
程
は
、
協
会
事
務
局
よ
り
連
絡
し

ま
す
。

▽�

条
件　
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
が
で
き

る
人

▽�

申
込
期
限　
10
月
2
日
日
・
午
後
5

時
ま
で
に
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
観
光
協
会
事
務
所
へ
提

出
（
必
着
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
芦
屋

町
観
光
協
会（
☎
２
２
１‐１
０
０
１
）

平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
や
申
請
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、

次
の
日
程
で
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※ 
急
き
ょ
中
止
に
な

る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
15
日

土
・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

 【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※ 

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

使っていないサブスクの
解約忘れに注意しましょう！
※サブスク＝サブスクリプションの略

＜事例＞
　�　パソコン操作方法を調べるためにイン
ターネット上で専門家に相談できる有料
サイトにトライアル（お試し）登録し、
クレジットカードで決済した。代金は５
００円だった。疑問は解決したが、それ
以降、毎月５０００円がクレジットカー
ドから引き落とされていることに数カ月
後に気が付いた。解約したいが、契約時
に入力した情報
を忘れてしまい
解約できない。

　（70 歳代　男性）

＜アドバイス＞
■ サブスクとは、一定金額を定期的に支払

うことで、一定期間、商品やサービスを
利用することができるしくみのことをい
います。

■ サブスクはトライアルを申し込む時にク
レジットカードの登録が必要で、トライ
アル期間中に解約しなければ自動的に定
額サービスに移行するものがほとんどで
す。申し込む前に、利用規約や解約方法
をよく確認しましょう。

■ 申し込み時に登録した情報（パスワード
など）は忘れないように管理しましょう。

■ 利用してないサブスクの請求にすぐに気
付けるよう、クレジットカードの明細は
毎月確認しましょう。

▽  問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

募
集

マイナンバー休日
窓口ホームページ

広報あしや　2022.10 ㉘芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写
真

が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。
不
明

な
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
の
み
手
続
き
で
き
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
支
援
、

証
明
書
の
発
行
や
転
入
・
転
出
の
異

動
の
受
け
付
け
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
１
）

芦
屋
産
品
づ
く
り
講
座

　

芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
で
新
た
に
整

備
予
定
の
直
売
施
設
で
販
売
す
る
、「
売

れ
る
商
品
」
の
発
掘・開
発
の
た
め
、「
芦

屋
産
品
づ
く
り
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
に
は
、総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
碇
孝
洋
さ
ん
を
招
き
、個
別
相

談
も
含
め
た
全
８
回
程
度
の
講
座
を
予

定
し
て
い
ま
す（
全
て
の
回
に
参
加
で
き

な
く
て
も
申
し
込
め
ま
す
）。
第
１
回
目

の
講
座
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
25
日
火

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、生

産
者
ま
た
は
加
工
品
開
発
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
11
日

火
ま
で
に
芦
屋
港
活
性
化
推
進
室（
２

２
３
‐
３
５
５
０
）
へ

　あしや砂像展では、よりよい運営のため広告・協賛を募集し
ています。皆さんのあたたかいご支援・ご協力をお願いします。

▽寄付協賛　１口１万円から（締切り：11 月 13 日日まで）
※ 協賛いただいた人には、１口につきあしや砂像展 2022 オリジ

ナルタオルを１枚、または招待券５枚を贈呈します。

▽広告協賛　１口５万円から（締切り：10 月３日月まで）
※協賛いただいた企業名を、リーフレットや看板に掲載します。
※詳しくは問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　あしや砂像展実行委員会事務局
　（商工観光係内☎２２３‐３５４２）

　町を代表する一大イベント「あしや砂像展」を３年ぶりに開催
します。海外の砂像彫刻家を招き、見応えのある砂像を多数展示
する予定です。また、イベントの数や内容も充実させ、魅力的な
砂像展をお届けします。皆さんのご来場をお待ちしています。

▽ とき　10 月 28 日金～ 11 月 13 日日・午前 10 時～午後９時
　　（入場は午後８時 30 分まで）

▽ところ　レジャープールアクアシアン

▽ �入場料　【当日料金】大人：５００円、65 歳以上：４００円、
障がい者：３００円、小・中学生２００円、未就学児：無料
　【前売り料金】大人：３５０円、小・中学生１００円
※ 前売り券はチケットぴあ（セブンイレブン）、ローソンチケッ

ト（ローソン）、イープラス（ファミリーマート）、役場、芦
屋町観光協会、マリンテラスあしやなどで販売しています。

   あしや砂像展開催！
今年のテーマ：時空を超えて～乗りもの～

あしや砂像展への広告・協賛募集

2019年「動物Ⅰ」

2016年「宇宙」

2017年「祭り」

2018年「明治維新」

あしや砂像展
ホームページ

３年
ぶり

広報あしや　2022.10㉙



注
意
！
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
飛
行

禁
止
地
域
が
あ
り
ま
す
！

　

空
港
周
辺
、

１
５
０
ｍ
以
上

の
上
空
、
人
家

の
密
集
地
域
、

重
要
施
設
、
防

衛
関
係
施
設
で

の
ド
ロ
ー
ン
の

飛
行
は
法
律
に

よ
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
航

空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
と
そ
の
周
辺
３
０

０
ｍ
の
範
囲
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
が

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
行
さ
せ
る
と
き
は
、
事
前
に
芦
屋

基
地
や
警
察
な
ど
へ
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
飛
行
さ
せ

る
と
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
範
囲

や
手
続
き
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
教
務
課
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
４
５
１
）、
福
岡
県
警
察
折
尾
警

察
署
警
備
課（
☎
６
９
１‐０
１
１
０
）

町
内
卓
球
大
会

▽�

と
き　
10
月
30
日
日
・
午
前
９
時
～

午
後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
人
、
町
内
の
卓
球
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
る
人

▽�

種
目　
団
体
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
戦
）

※ 

組
み
合
わ
せ
は
卓
球
協
会
で
行
い
ま
す
。

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�
参
加
費　
無
料

▽�
申
し
込
み　

10
月
17
日
月
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験

研
修
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
健
常
者
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
子
ど

も
な
ど
に
広
く
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
行
い

ま
す
。
体
験
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
10
月
16
日
日
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
町
小
体
育
館

▽�

対
象　
12
歳
以
上
（
小
学
生
は
除
く
）

▽�

内
容　
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
講

義
と
プ
レ
ー
体
験
）

▽
参
加
費　
無
料　

▽
定
員　
12
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽�

申
し
込
み　
９
月
26
日
月
～
10
月
７

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

ま
で
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）
へ

※
日
曜
日
は
休
館
で
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
す

　

爽
や
か
な
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
走
り

ま
せ
ん
か
。

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

▽�

と
き　
11
月
７
日
月
～
11
日
金
・
午

後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
祇
園
崎
運
動
広
場

●
第
57
回
芦
屋
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽�

と
き　
11
月
13
日

日
・
午
前
９
時
開

会
式
（
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
）、

小
雨
決
行

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
海
浜
公
園
芝
生
広
場

わ
ん
ぱ
ー
く

▽�
種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、

４
～
６
年
生
＝
２
㎞
、
中
学
生
以
上
＝

３
㎞

▽�

表
彰
対
象　
事
前
に
申
し
込
ん
だ
町

内
在
住
者
の
う
ち
①
小
学
生
各
学
年
、

②
中
学
生
、
③
55
歳
未
満
、
④
55
歳

以
上
の
各
区
分
男
女
３
位
ま
で

※ 

町
外
者
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
オ

ー
プ
ン
参
加
）。

▽�

申
し
込
み　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
み
、

10
月
21
日
金
ま
で
に
、
芦
屋
町
体
育

協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

あ
し
や
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す

　

あ
し
や
文
化

祭
を
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま

す
。
町
内
同
好

会
に
よ
る
作
品

の
展
示
や
、
ダ

ン
ス
や
詩
吟
な

ど
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
作
品
展
】

▽�

と
き　
10
月
29
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
5
時

　

 

10
月
30
日
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
歌
と
踊
り
の
つ
ど
い
】

▽�

と
き　
11
月
３
日
木
・
午
後
１
時
30

分
開
演

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
茶
会
】

▽�

と
き　
11
月
３
日
木
・
午
前
10
時
～

午
後
２
時

お
知
ら
せ

芦屋基地
ホームページ

広報あしや　2022.10 ㉚
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



▽�
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
文
化
協
会（
中

央
公
民
館
内
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
情
報

❶�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
ビ
ー
ズ
編
み
講
座

　

ビ
ー
ズ
を
編
ん
で
か
わ
い
い
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
る
講
座
で
す
。
初
心
者
向

け
の
編
み
方
か
ら
始
め
る
の
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

▽
と
き　
10
月
30
日
日
午
後
１
時
～
３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
小
学
５
年
生
以
上

▽
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
は
さ
み

▽�

申
し
込
み　
９
月
27
日
火
～
10
月
29
日

土
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

❷ 

特
別
展
「
あ
し
や
ん
ナ
ー
レ
～
み
ん

な
の
美
術
展
～
」

　

芦
屋
町
を
中
心
に
、
福
岡
県
内
か
ら

集
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品

展
で
す
。
平
面・立
体
、
大
き
さ
、
画
材
、

技
法
な
ど
が
異
な
る
個
性
的
な
作
品
を

一
斉
に
展
示
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
19
日
土
～
12
月
25
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

秋
季
企
画
展
「
芦
屋
釜
と
博
多
釜

　
～
山
鹿
家
史
料
に
み
る
文
様
の
美
～
」

　

芦
屋
鋳い

も

じ
物
師
の
末ま
つ

裔え
い

で
あ
る
博
多
鋳

物
師
山
鹿
家
。
新
収
蔵
の
山
鹿
家
史
料

を
初
公
開
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
文
様
の

美
を
探
り
ま
す
。

▽ 

と
き　
10
月
25
日
火
～
12
月
４
日
日

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
資
料
室

▽ 
入
館
料　
中
学
生
以
上
２
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
円

❷ 

鋳
物
講
座
「
錫す
ず
の
古
印
作
り
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の
古
印
を
作
り

ま
す
（
桐き
り
箱
付
き
）。

▽��

と
き　
10
月
30
日
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
図
書
室

▽��
対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
４

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽��
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��
参
加
費　
中
学
生
以
上
１
０
０
０
円
、

小
学
生
９
０
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
１
日
土
～
14
日
金
・

午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
芦
屋
釜
の

里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ　

【
共
通
項
目
】

▽ 

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

※ 

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休

館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

❶
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
実
践
講
座　

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン(

以
下
ス
マ
ホ)

」

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
の

日
常
生
活
に
役
立
つ

さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方

や
、
ラ
イ
ン(

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ)

の
活
用
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

10
回
連
続
講
座
で
じ
っ
く
り
と
勉
強
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
個
人
の
ス
マ
ホ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
、
無
料
で
貸
し
出
し
で
き
ま
す
が
、

個
人
の
タ
ブ
レ
ッ
ト(

セ
ル
ラ
ー
モ
デ

ル
＝
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
使
わ
ず
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
機
種)

を
使

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
１
日
火
、
８
日
火
、
10

日
木
、
15
日
火
、
17
日
木
、
22
日
火
、

24
日
木
、
29
日
火
、
12
月
１
日
木
、

６
日
火
・
午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

講
師　

石
田
恵
さ
ん(

ア
ー
ニ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー)

▽�

対
象　
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
人

① 

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
、
入
力
や
検

索
な
ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

② 

ス
マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
両
方
持
っ

て
い
て
、
ど
ち
ら
も
入
力
や
検
索
な

ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

▽�

定
員　
15
人(

事
前
申
し
込
み
先
着
順) 

▽�

申
し
込
み　
10
月
１
日
土
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電

話
で
中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１

６
８
１
）
へ　

❷
筑
前
の
名
族
、
麻
生
一
族
興
亡
史

～
最
後
の
山
鹿
城
主
・
麻
生
氏
家
の
動
向
～

　

最
後
ま
で
平
家
に
忠
誠
を
尽
く
し
、

壇
ノ
浦
で
滅
び
た
山
鹿
兵ひ
ょ
う
と
う藤
次じ

秀ひ
で
と
う遠
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
関
東
の
宇
都
宮

氏
が
山
鹿
城
に
入
り
、
山
鹿
氏
を
名
乗

り
ま
す
。
そ
の
後
、
麻
生
荘
の
地
頭
代

職
と
な
っ
た
た
め
、
麻
生
氏
を
名
乗
る

よ
う
に
な
り
、
筑
前
の
名
族
と
し
て
の

存
在
感
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
最
後
の

山
鹿
城
主
・
麻
生
氏
家
の
動
向
や
、
そ

の
後
の
麻
生
氏
を
語
り
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
15
日(

土)

・
午
前
10
時

～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　

廣
崎
篤
夫
さ
ん(

八
幡
郷
土

史
会
会
長
・
史
学
博
士)

▽�

定
員　
40
人(

事
前
申
し
込
み
先
着
順) 

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　

９
月
27
日
火
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
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【
9
月
１
日
付
】

《
採
用
》

　

�

健
康
・
こ
ど
も
課
＝
久ひ
さ
の野
眞ま

お生
、
教

育
委
員
会
出
向
＝
田た
き
た北
智さ
と
し士
、
環
境

住
宅
課
＝
橋は
し
も
と本
浩こ
う
き希
、
税
務
課
＝

鶴つ
る
は
ら原
清さ
や
か華
、
増ま
す
だ田
悠ゆ
う
と人
、
財
政
課
＝

垂た
る
み水
荘そ
う
い
ち
ろ
う

一
朗

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
６
人
の
職
員
が
入
庁

し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
出
身

地
や
年
齢
、
趣
味
や
好
き
な
も
の
、
抱

負
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

健
康
・
こ
ど
も
課

久
野　
眞
生　

23
歳

北
九
州
市
出
身

ピ
ア
ノ
を
弾
く

こ
と
と
音
楽
鑑
賞
が
好
き
で
す
。
町
の

皆
さ
ん
か
ら
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う

日
々
努
力
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
出
向

田
北　
智
士

25
歳

北
九
州
市
出
身

趣
味
で
ダ
ン
ス
を

し
て
い
ま
す
。
好
き
な
も
の
は
お
い
し
い

食
べ
物
と
旅
行
。
小
さ
な
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
芦
屋
町
で
働
け
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
人
に
寄
り
添

い
、
人
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
好

き
な
の
で
、
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
日
々

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

環
境
住
宅
課

橋
本　
浩
希

30
歳

直
方
市
出
身

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
野

球
観
戦
（H

ホ

ー

ク

ス

A
W
K
S

）
が
好
き
で
す
。

中
高
６
年
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま

し
た
。
町
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
宅
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
一

日
で
も
早
く
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

税
務
課

増
田　
悠
人

24
歳

北
九
州
市
出
身

ド
ラ
イ
ブ
と
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
真し
ん
し摯
に
取
り
組

み
、
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
日
々
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

税
務
課

鶴
原　
清
華

30
歳

芦
屋
町
出
身

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
芦
屋
町
で
一
生
懸
命
働
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
町
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

財
政
課

垂
水　
荘
一
朗

23
歳

北
九
州
市
出
身
。

野
球
を
す
る
の
も

見
る
の
も
好
き
で
す
（H

A
W
K
S

フ
ァ

ン
）。
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
て
１
年
、
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
で
す
。
持
ち
前
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
武
器
に
多
く
の
人

と
助
け
合
い
、
教
わ
り
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
町
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
日
々
の
仕
事
に
励
み
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
９
月
号
に
掲
載
し
た「
地

域
交
流
サ
ロ
ン
」（
14
・
15
ペ
ー
ジ
）
の

一
部
に
記
載
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
誤
】 

三
軒
屋　
三
軒
サ
ロ
ン　
第
４
火

【
正
】 

三
軒
屋　
三
軒
サ
ロ
ン　
毎
週
木
、

第
４
月

▽ 

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

役
場
の
人
事

新
人
職
員
紹
介

編

集
後
記

広報あしや　2022.10 ㉜
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

▼
初
め
て
表
紙
の
写
真
に
私
が
撮
影
し

た
写
真
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
や
っ
た
ー！

�

（
手
塚
）



㉝

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
十
七

❻大
おおきみ
君神社　源平合

戦のとき、安
あんとく

徳天皇が
しばらくこの地に滞
在されたと伝わる。そ
のあとに小

しょうし
祠を祀

まつ
っ

た。この地に炭鉱口を
もった大君炭鉱が、鳥
居を残している。

❹平家供養塔　昭和中
期まで城

しろやま
山中腹にあっ

た石塔・石仏群で、平家
供養塔と伝えられる。道
路開削のため現位置へ
移設。石塔形式は中世ま
で遡

さかのぼ
るものもある。

➐安
あんとくていあんざいしょあとのひ
徳帝行在所跡碑　寿永

２（１１８３）年、山鹿秀遠
は大宰府落ちした平家一行
を山鹿に迎えた。短期間の滞
在だが、天
皇 が お ら
れ た こ と
から、行在
所 跡 の 碑
が建つ。

❺城
しろやま
山　地元では、山鹿

秀遠の城跡として伝わる
小山。中世以降、遠賀川
の河口を一望する要

ようしょう
衝と

して利用された。現在も
中世石塔が観察できる。

❾合
かっせんがはら
戦ヶ原　中央公園か

ら芦屋中学校にかけて、
近年まであった砂丘地
帯。芦屋浦の戦いの戦場
跡と伝えられる。

❽金
こんたいじ
台寺　山鹿麻生氏

の菩
ぼ だ い じ

提寺ともいわれ、
時宗中近世文書が残る。
源
みなもとのよりとも

頼 朝 の念
ね ん じ ぶ つ

持仏が伝
えられている。

❷法輪寺　鎌倉
将 軍 源

みなもとのよりいえ

頼 家 の
子、千

せん
寿
じゅ

を弔う
経
きょうづつ

筒が出土して
いる。

❶堂山石塔群　明治期に地元の女性が、堂山に
地蔵堂建立を発

ほつがん
願。工事の際、土中より一石

五
ご り ん と う

輪塔、五輪塔、板
いた

碑
び

、石仏など、三百数十基
が出土した。それらは、壇

だ ん の う ら
ノ浦で戦死した、地

元芦屋・山
鹿 の 兵 や
船 頭 た ち
の 供 養 の
た め と 考
え ら れ て
いる。

❸安楽寺　寺伝によれば
元
げん

暦
りゃく

元（１１８４） 年、
山
やまがひでとう

鹿秀遠の創立とされる。幕
末、山鹿氏の末

まつえい
裔、山鹿素

そ

水
すい

が訪れ、書を残している。

そ
の
時
、

芦
屋
で
時
代
が
つ
く
ら
れ
た
⑨

　

町
内
に
は
源
平
合
戦
に
ま
つ
わ
る
史

跡
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
探
索

し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

➓合
かっせんがおか
戦丘戦

せんぼつ
没武

ぶ し
士合

がっそうぼ
葬墓

　元は合戦ヶ原にあった
が、近年は浜口の鶴松墓地
に移されている。

❶堂山石塔群

❷法輪寺

❸安楽寺
❹平家供養塔
❺城山

❻大君神社
➐安徳帝行在所跡碑

❽金台寺

❾合戦ヶ原

➓合戦丘戦没武士合葬墓
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